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連
　
載
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GGreen
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安
全
な
国
産
グ
リ
ー
ン
社
会

暮
ら
し
の
安
全
・
再
考（
２
）

―
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
と
利
用
に
つ
い
て

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

第⑮回

コラム
【
前
回
掲
載
よ
り
続
く
】

▼
は
じ
め
に

前
回
述
べ
た
「
食
の
安
全

に
つ
い
て
」
に
続
い
て
、
私

た
ち
が
生
き
暮
ら
す
た
め
に

必
要
な
資
源
＆
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
資
源

＆
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
内
で
の

問
題
ば
か
り
で
な
く
、
国
境

を
接
す
る
隣
国
や
輸
入
国
、

さ
ら
に
は
原
油
な
ど
の
輸
送

経
路
に
あ
る
国
々
な
ど
と
の

国
際
問
題
を
生
み
出
し
た
り

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
安

全
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。

本
連
載
コ
ラ
ム
で
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
Ｓ
、
す
な
わ
ち
〝
安
全

な
国
産
グ
リ
ー
ン
社
会
〟
の

構
築
で
、
総
括
的
に
述
べ
て

い
る
。
資
源
＆
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
は
、
第
⑨
回
の
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
国
産
化
の
分
析

と
現
状
」
に
お
い
て
、
安
全

性
、
環
境
、
廃
棄
物
と
い
う

副
題
の
も
と
話
題
に
し
た
。

今
回
は
そ
れ
に
追
加
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
を
確
保

す
る
視
点
か
ら
再
考
し
た
い
。

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、

日
々
ま
す
ま
す
革
新
的
に
進

ん
で
い
る
。
そ
の
暮
ら
し
の

実
態
は
、
個
人
の
立
場
の
ほ

か
、
社
会
の
動
向
に
左
右
さ

れ
る
。
な
か
で
も
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
に
お
い
て
は
国
内

事
情
と
と
も
に
、
国
際
的
関

係
に
強
く
影
響
さ
れ
る
。
し

か
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

安
定
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
予

測
し
が
た
い
局
面
を
は
ら
ん

で
い
る
。

特
に
、
２
０
１
１
年
の
３
・

11
の
大
震
災
と
原
発
事
故
は
、

最
大
の
災
害
事
例
と
し
て
今
な

お
影
響
を
与
え
て
い
る
。
現
下

の
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦

争
で
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
天
然
ガ

ス
の
輸
入
価
格
が
高
騰
し
、
ま

た
最
近
の
円
安
経
済
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
と
い
う
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
影
響
す
る
国
際
関

係
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
い
わ

の
移
動
に
お
い
て
も
、
ま
た
物

資
輸
送
（
物
流
）
に
お
い
て
も

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
電
子
や

電
波
に
よ
る
通
信
に
お
い
て

も
電
気
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
用
い
ら
れ
る
。
通
信
シ
ス
テ

ム
の
運
転
管
理
の
た
め
の
電

力
、
さ
ら
に
は
関
連
す
る
シ
ス

テ
ム
の
開
発
と
製
造
の
た
め

に
も
電
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

不
可
欠
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
そ
の
利

用
の
主
体
者
の
ほ
か
、
送
り

手
＆
受
け
手
の
立
場
に
お
い

て
も
安
全
性
と
確
実
性
が
求

め
ら
れ
る
。
同
時
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
が
低
廉
で
あ
る

こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
資
源
の

利
用
と
も
直
結
し
て
い
る
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

と
き
自
然
の
景
観
を
写
す
Ｔ

Ｖ
番
組
の
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
。

自
然
の
中
に
棲
む
鳥
た
ち
は

仲
間
と
エ
サ
を
分
け
合
っ
て

食
べ
て
い
る
時
も
あ
れ
ば
、
あ

る
場
合
に
は
一
転
し
て
争
い

を
始
め
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ

も
自
然
の
営
み
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
、
人
間
な
ら
で
は
の
、
安

全
保
障
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
の

法
則
と

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
法
則

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、
電
磁

気
的
、
熱
的
、
力
学
的
、
化

学
的
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
形
態

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
間
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
前
後
に

お
い
て
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

保
存
の
法
則
」
が
成
り
立
つ

の
で
あ
る
が
、
変
換
前
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
総
量
は
、
変
換

後
の
有
効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

無
効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

保
存
さ
れ
る
。
無
効
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
回
収
で
き
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
。

こ
れ
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
」
と
い
わ
れ
る
由
縁
で
も

あ
る
が
、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の

増
大
の
根
本
原
因
で
も
あ
る
。

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
概
念
は
エ

ン
ト
ロ
ピ
ー
の
法
則
（
熱
力

学
第
二
法
則
）
は
、
無
効
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
存
在
と
量
を
評

価
す
る
。
そ
の
評
価
は
、
カ

ル
ノ
ー
サ
イ
ク
ル
に
対
照
し

て
無
効
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み

出
す
現
実
の
熱
サ
イ
ク
ル
を

基
本
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
温
度
（
Ｔ
）
の

下
で
の
熱
の
出
入
り
で
生
じ

る
無
効
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
熱

（
Ｑ
）
か
ら
、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

（
Ｓ
）
は
、
Ｓ
＝
Ｑ
／
Ｔ
で
計

算
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
エ

ン
ト
ロ
ピ
ー
Ｓ
は
増
加
す
る

の
が
普
通
で
あ
る
。

こ
こ
に
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を

持
ち
出
す
理
由
と
し
て
は
、

総
量
が
限
ら
れ
る
は
ず
で
あ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の
下

に
あ
る
私
た
ち
の
社
会
を
持

続
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
増
大
を
抑

え
る
こ
と
に
目
を
向
け
る
べ

き
で
は
と
の
思
い
か
ら
で
あ

が
多
く
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
基
本
政
策
を
方
針

と
し
て
掲
げ
そ
れ
を
施
行
す

る
際
に
は
、
ア
ー
ト
や
デ
ザ

イ
ン
な
ど
が
必
須
で
あ
る
と

の
考
え
か
ら
で
あ
る
。

▼
お
わ
り
に

別
の
コ
ラ
ム
で
は
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
ア
ー
ト
」
と
い

う
視
点
の
ほ
か
「
ア
ー
ト
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
視
点

も
必
要
で
あ
る
と
も
述
べ

た
。
前
者
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
に
お
け
る
ア
ー
ト
、
後

者
は
ア
ー
ト
で
考
え
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
テ
ー
マ
と
な
る
。

と
り
わ
け
日
本
版
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
に
お
い
て

は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト

と
同
じ
く
、
政
府
や
誰
か
が

主
導
す
る
の
で
は
な
く
、
自

発
性
を
も
っ
て
匿
名
的
に
、

つ
ま
り
〝
ア
ノ
ニ
マ
ス
〟
な

展
開
は
望
ま
し
い
。
ア
ー
ト

は
、
心
情
的
な
共
感
を
つ
く

る
。ま

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
資
源

と
は
密
着
で
あ
り
、
新
素
材

の
利
用
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
も
３
Ｅ
＋
Ｓ

Ａ
の
対
象
と
な
り
う
る
。

ゆ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安

全
保
障
」
が
、
国
際
的
側

面
ば
か
り
で
な
く
国
内

事
情
に
お
い
て
も
重
要

で
あ
る
と
い
う
認
識
が

一
層
、
必
要
と
な
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
動

車
、
電
車
、
飛
行
機
、

船
な
ど
と
と
も
に
人
間

▶
太
陽
神
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ー
ト

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
の
法

則
を
盾
に
し
た
使
い
放
題
は

い
け
な
い
。
こ
れ
は
ス
マ
ー

ト
な
社
会
づ
く
り
へ
の
指
針

と
な
る
。

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

は
、
約
３
年
ご
と
に
改
定
さ

れ
る
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
方
針
で
あ
る
。
３
・
11

の
後
の
第
３
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
で
は
、
３
Ｅ
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
経
済
）

と
と
も
に
Ｓ
（
安
全
）
を
旗

印
に
し
た
。

２
０
２
４
年
は
第
７
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
策
定

さ
れ
る
年
度
で
あ
る
。
２
０

５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
に
向
け
て

国
民
運
動
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

も
ち
ろ
ん
３
Ｅ
＋
Ｓ
を
旗
印

と
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
中

身
の
政
策
（
各
論
）
と
と
と

も
に
、
国
民
の
合
意
を
得
て

前
向
き
に
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

関
連
し
て
筆
者
は
、
本
紙

の
別
シ
リ
ー
ズ
の
「
Ｏ
ｆ
Ｂ

ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
コ
ラ
ム
」
の
第
㊱

回
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
に
、
３
Ｅ
＋
Ｓ
の
ほ
か

に
、
Ａ
（
ア
ー
ト
）
を
加
え

て
３
Ｅ
＋
Ｓ
Ａ
に
す
べ
き
と

主
張
し
た
。

ア
ー
ト
（
Ａ
ｒ
ｔ
）
は
、

芸
術
の
ほ
か
、
知
恵
や
技
術

と
い
う
意
味
も
あ
る
。
課
題

◆下水道展’24東京
会期：2024年7月30日（火）～ 8月2
日（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：
00（初日は10：30開始、最終日は
16：00まで）▷会場：東京ビッグ
サイト 東展示棟（東京都江東区有
明3丁目10-1）▷主催：公益社団法
人日本下水道協会/問合せ・公式
サ イ ト：https://www.gesuidout
en.jp/

◆第8回 JAPAN BUILD OSAKA－建築
の先端技術展－
会期：2024年9月11日（水）～ 13日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：
00▷会場：インテックス大阪（大
阪府大阪市住之江区南港北1丁目
5-102）▷入場料：無料（事前登録
制）▷主催：RX Japan/問合せ・詳
細：03-6739-4127

●中小水力発電技術に関する実務研
修会（令和6年度・2024年度 第1回）
開 催 日 時：2024年7月18日（木 ）・
19日（金）▷開催時間：[18日]13：
10 ～ 17：00 ／ [19日]9：30 ～
14：30▷テーマ：水力発電所の計

画及び建設▷会場：としま区民セ
ンター 8階 多目的ホール（東京都
豊島区東池袋1-20-10）▷参加費：
賛助会員＝3万4,100円／一般＝3
万9,600円 ＊テキストのみ購入可
能 賛助会員＝6,600円／一般＝
7,700円▷主催：一般財団法人新
エネルギー財団▷問合せ：水力地
熱本部 実務研修会担当03-6810-
0364 ／詳細・申込み：https://
w w w . n e f . o r . j p / t o p i
cs/2024/20240617.html

●NEDO水素・燃料電池成果報告会
2024
開 催 日 時：2024年7月18日（木 ）・
19日（金）▷開催方式：実地＋オン
ライン▷会場：パシフィコ横浜
アネックスホ―ル（神奈川県横浜
市西区みなとみらい1-1-1）▷開催
時間：両日とも9:00 ～ 17：30も
しくは17：40（入場8：30より）▷
参加費：無料（事前登録制）▷主催：
国立研究開発法人新エネルギー・
産業技術総合開発機構（NEDO）▷問
合せ・詳細・参加登録：https://
hydrogen2024.nedo.go.jp/

●【福島県再エネ研究会】令和6年
度 第1回エネルギーネットワーク
分科会

開催日時：2024年7月23日（火）▷
開催方式：実地＋オンライン（Tea
ms）▷会場：けんしん郡山文化セ
ンター 4階 第3会議室（福島県郡
山市堤下町1番2号）▷開催時間：
14：00 ～ 16：00▷参加費：無料

（要研究会員入会）▷主催：福島県
▷問合せ：エネルギー・エージェ
ンシーふくしま024-963-0121▷詳
細・参加登録：https://energy-
agency-fukushima.com/informati
on/9751/

●福島県「太陽光発電のO&M等の技
術開発・人材育成拠点の形成」事
業：太陽電池モジュールの長期信
頼性に関する基礎セミナー
会期：2024年7月23日（火）▷開催
時間：9：00 ～ 12：00▷講師：産
総研 再生可能エネルギー研究セ
ンター 太陽光システムチーム 招
へい研究員 棚橋紀悟氏▷ハイブ
リッド（現地＆Microsoft Teamsに
よるオンライン）▷参加資格：今
後、福島県内において太陽光発電
の関連事業への参入、拡大に意欲
があること／福島県および近県に
事業所・工場などがある企業、ま
たは福島県内の発電所において、
太陽光発電システムのメンテナン

スの実績がある企業に所属してい
る方を優先（企業の所在地は問わ
ない）▷主催：国立研究開発機構
産業総合研究所 再生可能エネル
ギー研究センター 太陽光システ
ムチーム/問合せ・詳細・申込：
https://www.aist.go.jp/fukushi
ma/ja/pvom/pvom2024/0723.html

●NMRI 第24回海上技術安全研究所
研究発表会「海技研のプロジェク
トの進捗と今後の展開」
開催日時：2024年7月26日（金）▷
開催方式：実地＋オンライン▷会
場：海上技術安全研究所講堂（東
京都三鷹市新川6丁目38番1）▷開
催時間：10：00 ～ 16：00▷参加
費：無料（要事前申込）▷主催：国
立研究開発法人海上・港湾・航空
技術研究所 海上技術安全研究所

（NMRI）▷問合せ・詳細・参加登録：
https://www.nmri.go.jp/news/pr
ess/2024/press20240701b.html

●GeマッチングBIG in下水道展’24東
京
開催日時：2024年7月30日（火）▷
会場：東京ビッグサイト 東8ホー
ル（東京都江東区有明3丁目10-1）
▷開催時間：13：30 ～ 16：30▷
参加費：無料（要事前申込）▷主催：

公益社団法人日本下水道協会▷問
合せ：日本下水道協会 企画部企
画課03-6206-0679▷詳細・参加登
録：https://www.jswa.jp/gematc
hing/event/ge-big24/

●令和6年度 新エネルギー人材育成
研修会「新エネ基礎コース」
開催日時：2024年8月1日（木）▷開
催時間：9：50 ～ 16：45▷開催方
式：オンライン（Zoom）▷参加費：
賛助会員＝1万6,500円／一般＝2
万2,000円▷主催：一般財団法人
新エネルギー財団▷問合せ：育成
研修会担当03-6810-0361 ／詳細・
申込み：https://www.nef.or.jp/
topics/2024/20240607.html

●地域脱炭素ネットワーキングイベ
ント
開催日時：2024年8月30日（金）▷
会場：東京国際フォーラム ホー
ルB7（東京都千代田区丸の内3丁目
5番1号 ）▷ 開 催 時 間：10：00 ～
17：00▷企業の参加費：無料（要
事前申込）▷主催：環境省▷問合
せ・詳細・参加登録：https://
local-re-jinzai.env.go.jp/
carbon-neutral-nw/

新エネルギー関連
イベントカレンダー（7月～ 9月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


